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1. 第 3 期松江市スポーツ推進計画の策定にあたって 

 

(1) 趣旨 

2011（平成 23）年に施行されたスポーツ基本法において、「スポーツは、世界共通の人類

の文化である。（中略）スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは、全ての人々の権

利であり、全ての国民がその自発性の下に、各々の関心、適性などに応じて、安全かつ公正

な環境の下で日常的にスポーツに親しみ、スポーツを楽しみ、又はスポーツを支える活動に

参画することのできる機会が確保されなければならない。」と謳われています。 

本市では、2006（平成 18）年に『スポーツ都市宣言』を行い、「スポーツをとおして健康

な心とからだをつくり、明るく豊かな松江市をきずく」ことを目指しています。 

また、2020（令和 2）年 3月に、2020（令和 2）年度から 2024（令和 6）年度の 5年間を

計画期間とした「第 2期松江市スポーツ推進計画」（以下、「第 2期計画」という。）を策定

しました。 

第 2 期計画は、「スポーツでつくる“幸せなまち”まつえ～だれもがスポーツを『るるる』

で楽しむまちづくり～」を基本理念とし、スポーツ自体の推進にとどまらず、スポーツと健

康づくりや観光振興などを結び付け、まちづくりを分野横断的に推進していくことを目指

してきました。 

しかし、2020（令和 2）年に発生した新型コロナウイルス感染症の拡大は、全国大会の中

止にとどまらず、地域や学校におけるスポーツ活動の中止など、スポーツ活動に大きな影響

をもたらし、第 2期計画の想定どおりに事業を展開できませんでした。 

コロナ禍が明けた現在においても、第 2期計画に掲げた成果指標の中には、コロナ禍前の

水準まで回復していないものも見られます。 

一方で、スポーツ活動の再開に伴い、スポーツは日常生活の一部であり、あらゆる人の人

生に活力や感動を与えてくれる重要な価値を持つことが改めて認識されたところです。 

また、2030（令和 12）年には、島根県において、国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ

大会（以下、「島根かみあり国スポ・全スポ」という。）が開催されます。そのための市民の

スポーツに対する取組の推進や、全国から選手をお迎えできる環境の整備、満足して帰って

いただけるような体制づくりをしていく必要があります。 

こうした本市におけるスポーツを取り巻く環境と社会情勢の変化を踏まえ、「第 3期松江

市スポーツ推進計画」を策定します。 

本計画では、松江市総合計画「MATSUE DREAMS 2030」に示している「夢を実現できるまち 

誇れるまち 松江」の実現と、「島根かみあり国スポ・全スポに向けた取組の推進」を目指し

ます。 
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(2) 計画の位置づけ 

本計画は、スポーツ基本法第 10 条に基づく「地方スポーツ推進計画」として、国の「第

3期スポーツ基本計画」の基本的な考え方や施策の方向性を参酌した、本市のスポーツ推進

に関する計画です。 

また、本計画は、上位計画である松江市総合計画「MATSUE DREAMS 2030」に示している

「夢を実現できるまち 誇れるまち 松江」をスポーツを通じて実現する計画として位置づ

けます。 

 

(3) 計画期間 

計画期間は、2025（令和 7）年度～2030（令和 12）年度の 6年間とします。 

次回の改定は、松江市総合計画「MATSUE DREAMS 2030」［2022（令和 4）年度～2029（令

和 11）年度］に続く次期総合計画及び 2030（令和 12）年に島根県において開催される「島

根かみあり国スポ・全スポ」の成果・実績を踏まえて行うため、本計画の最終年度は 2030

（令和 12）年度とします。 

 

(4) 本計画と SDGs の関係 

松江市は、SDGs の 17 のゴールと松江市総合計画「MATSUE DREAMS 2030」に定める 18の

基本施策を結びつけることで、SDGs の達成とともに、2030（令和 12）年の将来像である「夢

を実現できるまち 誇れるまち 松江」の創造を目指しています。 

スポーツは、様々な分野で SDGs の達成に寄与する活動であり、本計画においても、スポ

ーツ推進と SDGs を関連づけ、17のゴールのうち、「3 すべての人に健康と福祉を」「4 質の

高い教育をみんなに」「8 働きがいも経済成長も」「11 住み続けられるまちづくりを」「17 

パートナーシップで目標を達成しよう」の目標達成に向け取組を推進します。 

 

(5) 進捗管理・見直し 

本計画を着実に推進するため、松江市スポーツ推進審議会を年 2回開催し、取り組み状況

を把握し事業を検証・評価するなど、適切な進捗管理を行います。 

また、社会情勢の変化に対応するなど、必要に応じて、計画の見直しを行います。 
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2. 計画策定にあたっての松江市の現状と課題 

 

(1) 第 2 期松江市スポーツ推進計画の検証 

第 2期松江市スポーツ推進計画では、基本理念を「スポーツでつくる“幸せなまち”まつえ

～だれもがスポーツを『るるる』で楽しむまちづくり～」とし、5つの基本方針を定め、そ

れぞれに成果指標を設けるとともに、16 項目の基本施策を定め、事業を実施しました。計

画期間は、2020（令和 2）年度から 2024（令和 6）年度までの 5年間です。 

ここでは、基本方針ごとの成果指標の推移を示し、評価を行いました。 

【基本方針 1】ライフステージに応じたスポーツ活動の推進 

①成人の週 1回以上のスポーツ実施率 

（目標値：65％程度） 

策定時（2019 年） 38.2％ 

2020 年度 37.8％ 

2021 年度 41.6％ 

2022 年度 41.7％ 

2023 年度 41.3％ 

2024 年度 42.8％ 

②卒業後、自主的に運動やスポーツをする時間

を持ちたいと思う中学生の割合 

（目標値：80％程度） 

策定時（2018 年） 65.3％ 

2020 年度 調査中止 

2021 年度 83.2％ 

2022 年度 82.5％ 

2023 年度 81.3％ 

2024 年度 81.3％ 

③市営スポーツ施設年間利用者数 

（目標値：1,300,000 人） 

策定時（2018 年度） 1,220,221 人 

2020 年度 771,211 人 

2021 年度 957,839 人 

2022 年度 1,078,102 人 

2023 年度 1,177,163 人 

「①成人の週 1回以上のスポーツ実施率」については、漸増傾向にあるものの、目標値を

大きく下回っており、目標未達成となっています。2024（令和 6）年度のスポーツ実施率は、

世代別でみると 20歳代～50 歳代が 4割未満であり、さらに性別・年代別では、30 歳代の女

性は【22.3％】と、他の年代に比べ少なくなっています。 

「①成人の週 1回以上のスポーツ実施率」に関連して、2024（令和 6）年度は、スポーツ

を週 1日以上取り組まなかった回答者に対して、取り組まなかった理由を尋ねています。年

代別では 30 歳代～40 歳代の 6割以上が仕事や家事の忙しさを理由としており、また、30歳
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代～40 歳代は他の年代に比べこどもに手がかかることを理由にしている人が多くなってい

ます。性別に見ると、女性は男性に比べて育児の忙しさや運動・スポーツが嫌いなことを理

由にしている人が多くなっています。これら理由も考慮に入れながら、引き続きスポーツ実

施率を高める取組を進めていくことが必要です。 

「②卒業後、自主的に運動やスポーツをする時間を持ちたいと思う中学生の割合」は、国

の調査票改定により数値が増加した影響もありますが、目標達成の見込みとなっています。 

「③市営スポーツ施設年間利用者数」については、コロナ禍に利用が低迷し、目標値を下

回っています。コロナ禍が明け、大会・イベントの開催や団体での利用者により回復しつつ

あることから、引き続き施設の適正な管理を行うことで、安心して利用できる環境を整備す

る必要があります。 

 

【基本方針 2】健康づくりを楽しむスポーツの推進 

①健康寿命（65 歳平均自立期間） 

（目標値：女性 21.66 年、男性 19.06 年） 

策定時（2017 年度） 
女性 21.05 年 

男性 18.00 年 

2020 年度 
女性 21.26 年 

男性 18.43 年 

2021 年度 
女性 21.27 年 

男性 18.24 年 

2022 年度 
女性 21.59 年 

男性 18.47 年 

2023 年度 
女性 21.78 年 

男性 18.43 年 

「①健康寿命（65歳平均自立期間）」については、女性の健康寿命は延伸し目標値を超え

ていますが、男性はほとんど変わらない状況であり、目標値に到達していません。 

 

【基本方針 3】夢と感動をきっかけとしたスポーツの推進 

①島根スサノオマジック平均観客数 

（目標値：4,000 人） 

策定時（2018 年度） 2,143 人 

2020 年度 1,270 人 

2021 年度 1,897 人 

2022 年度 3,245 人 

2023 年度 4,219 人 

②松江シティＦＣ平均観客数 

（目標値：2,000 人） 

※ＦＣ神楽しまねに改称（2022 年 2 月） 

※ＪＦＬ退会（2023 年 1月） 

策定時（2019 年） 702 人 

2020 年度 656 人 

2021 年度 500 人 

2022 年度 742 人 

2023 年度 チーム解散 
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「①島根スサノオマジック平均観客数」については、コロナ禍により減少したものの、チ

ームの好成績に伴い順調に増加し、2023（令和 5）年度に目標を達成しています。今後も引

き続きチームと連携しながら観客数増に向けた取組を進めます。 

「②松江シティＦＣ平均観客数」については、2022 シーズン後にチームが解散し、目標

未達成となりました。 

 

【基本方針 4】スポーツによる地域活性化 

①国宝松江城マラソン参加申込者数 

（目標値：5,500 人） 

策定時（2019 年度） 5,086 人 

2020 年度 大会中止 

2021 年度 大会中止 

2022 年度 3,013 人 

2023 年度 3,751 人 

2024 年度 4,552 人 

②まつえレディースハーフマラソン参加申込

者数 

（目標値：2,700 人） 

策定時（2018 年度） 2,423 人 

2020 年度 大会中止 

2021 年度 大会中止 

2022 年度 1,375 人 

2023 年度 1,662 人 

2024 年度 1,811 人 

③松江版地域スポーツコミッション 

（目標値：設立） 

策定時（2019 年度） 未設立 

2020 年度 未設立 

2021 年度 未設立 

2022 年度 未設立 

2023 年度 未設立 

2024 年度 設立予定 

「①国宝松江城マラソン参加申込者数」については、コロナ禍により減少し、目標値を下

回っています。コロナ禍後は、徐々に数値が回復している状況であり、今後も引き続き参加

申込者数増の取組を進める必要があります。 

「②まつえレディースハーフマラソン参加申込者数」については、コロナ禍により減少し、

目標値を下回っています。コロナ禍後は、徐々に数値が回復している状況であり、今後も引

き続き参加申込者数増の取組を進める必要があります。 

「③松江版地域スポーツコミッション」については、2024（令和 6）年度中に設立予定で

あり、目標を達成する見込みです。 
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【基本方針 5】スポーツ活動を「ささえる」環境の整備 

①国宝松江城マラソン・まつえレディースハー

フマラソンボランティア協力者数 

（目標値：2,000 人） 

策定時（2018 年度） 1,588 人 

2020 年度 大会中止 

2021 年度 大会中止 

2022 年度 1,527 人 

2023 年度 1,417 人 

2024 年度 ●●●●人 

②スポーツボランティアバンク（指導者・支援

者などの登録制度） 

（目標値：創設） 

策定時 未創設 

2020 年度 未創設 

2021 年度 未創設 

2022 年度 未創設 

2023 年度 未創設 

2024 年度 未創設 

「①国宝松江城マラソン・まつえレディースハーフマラソンボランティア協力者数」につ

いては、目標値を下回っています。一方で、マラソン大会のボランティア数は、運営を効率

化することにより、必要数を減らすことが可能と考えており、目標値について検討する必要

があると考えます。 

「②スポーツボランティアバンク（指導者・支援者などの登録制度）」については、コロ

ナ禍によりその検討が遅れたため、創設できておらず目標未達成となっていますが、2024

（令和 6）年度中に設立予定である松江版地域スポーツコミッションの事業として、2025（令

和 7）年度中の創設を検討しているところです。 

 

(2) 市民アンケートから見える現状と課題 

 2024（令和 6）年度に実施した「運動・スポーツの実施状況等に関するアンケート」（市

民向けオンラインアンケート）の結果によると、過去 1年間に何らかの運動・スポーツを

実施した人の割合は【94.3％】で、そのうち、週 1日以上運動・スポーツを実施した人の

割合は【63.2％】でした（※）。また、この 1年間に何らかのスポーツを観戦（テレビや

インターネットを含む）した人の割合は【93.8％】、指導・審判や大会・クラブの運営・

世話などの「ささえる活動」を行った人は【41.1％】となっており、「する」「みる」「さ

さえる」のいずれか方法で運動・スポーツに参画した人の割合は【99.1％】でした。 

（※「松江市まちづくりのための市民アンケート」の調査結果（週 1 回以上運動やスポーツに取り組ん

だ人の割合）【42.8％（2024(令和 6)年度）】と乖離があるが、調査方法が違うため単純比較はできない。） 

 実施した運動・スポーツの種目は、「ウォーキング」、「ランニング（ジョギング）・マラソ
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ン・駅伝」、「トレーニング」など、個人で取り組める運動・スポーツの割合が高くなってい

ます。観戦したスポーツは、現地観戦では「バスケットボール」が突出して多く、テレビや

インターネットでの観戦では「高校野球」が最も多くなっており、島根スサノオマジックや

地元にゆかりのある選手・チームの活躍が、市民のスポーツ観戦機会の創出に繋がっている

ことが読み取れます。 

一方、多くの市民がすでにスポーツに関わっているものの、「仕事や家事が忙しいから」

「こどもに手がかかるから」といった理由でスポーツに定期的に取り組めていない人もお

り、今後、より多くの市民が日常的にスポーツに親しめるようにしていくため、身近な場所

で気軽に運動・スポーツに取り組める機会の創出と環境整備が求められています。 

 

(3) 島根かみあり国スポ・全スポへの対応 

2030（令和 12）年の国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会の島根県開催（以下「島

根かみあり国スポ・全スポ」という。）が内々定しており、2025（令和 7）年に内定、2027

（令和 9）年に開催が決定するものと見込まれています。 

島根かみあり国スポ・全スポにおいて、松江市は、国民スポーツ大会の正式競技・特別競

技のうち 12 競技、また、全国障害者スポーツ大会の正式競技のうち 5競技の開催地となる

ことが予定されており、開催に向けた準備を進めているところです。 

国民スポーツ大会や全国障害者スポーツ大会は、都道府県の代表であるスポーツを「する

人」だけでなく、その活躍を「みる人」、そして、その大会をボランティアや競技役員など

として「ささえる人」のすべてにとって、スポーツの素晴らしさを感じることができる場で

す。 

大会開催を一過性のイベントで終わらせるのではなく、今後のスポーツ振興やまちづく

りに生かしていけるよう開催準備を進めていく必要があります。 

また、全国障害者スポーツ大会に向けて、障がい者の競技スポーツを推進する必要があり

ますが、現状では競技者・指導者とも少なく、障がい者スポーツ団体と連携して、指導者の

育成や競技者を増やす取組を進めていく必要があります。 
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3. 計画の基本的な考え方 

 

(1) 基本理念 

スポーツは、体を動かすことそのものを楽しむということに加えて、健康を増進する、ま

ちへの誇りと愛着を育む、地域内交流や他の地域との交流を活性化する、地域経済を活性化

するなど、まちづくりの視点において様々な効果があります。 

このような効果を高めることで、スポーツ分野から松江市総合計画「MATSUE DREAMS 2030」

に示している「夢を実現できるまち 誇れるまち 松江」の実現に寄与していくことを目指し

て、基本理念を次のとおり定めます。 

 

【基本理念】 

 

スポーツでつくる「夢を実現できるまち 誇れるまち 松江」 

～スポーツが松江の存在感を高める～ 

 

 

(2) 基本目標 

基本理念である「スポーツでつくる『夢を実現できるまち 誇れるまち 松江』～スポーツ

が松江の存在感を高める～」を実現するために、次の 5項目を基本目標として定めます。 

 

【基本目標】 

❶ スポーツによる「ひとづくり」 

➋ スポーツによる「つながりづくり」 

➌ スポーツによる「なかまづくり」 

➍ スポーツによる「しごとづくり」 

➎ スポーツの「どだいづくり」 

 

これらは、松江市総合計画「MATSUE DREAMS 2030」が示している「5つの柱」（基本目標）

である「しごとづくり」「ひとづくり」「つながりづくり」「どだいづくり」「なかまづくり」

と同じであり、本計画は、これら基本目標ごとに基本施策や取組方針、成果指標を定め、ス

ポーツ推進の取組を進めていきます。 
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(3) 重点施策 

2030（令和 12）年開催の島根かみあり国スポ・全スポは大規模なイベントであり、これ

に向けた取組の推進は、5 項目の基本目標、「ひとづくり」「つながりづくり」「なかまづく

り」「しごとづくり」「どだいづくり」のすべての項目にかかわることから、基本目標と別に

掲げることとし、重点施策に定めます。 

 

【重点施策】 

島根かみあり国スポ・全スポに向けた取組みの推進 

 

 

(4) 重要成果指標 

本計画の重要成果指標として「1年間にスポーツにかかわった市民の割合」を定め、これ

が 100％に近づくことを目指します。 

「スポーツにかかわる」とは、「する」「みる」「ささえる」のいずれかの方法でスポーツ

にかかわることと定義します。 

これに関連する指標として、「成人の週 1回以上のスポーツ実施率」を定め、これが 70％

になることを目標とします。 

また、重点施策に関連する指標として、「島根かみあり国スポ・全スポにかかわった市民

の割合」を定め、これが 100％に近づくことを目指します。 

 

【重要成果指標】 

1 年間にスポーツにかかわった市民の割合 

※直近１年間で、「する」「みる」「ささえる」のいずれかの方法でスポーツ

にかかわった市民の割合 

目標値 100%に近づくことを目指す 
 

① 成人の週１回以上のスポーツ実施率 

目標値 70% 
 

② 島根かみあり国スポ・全スポにかかわった市民の割合 

目標値 100%に近づくことを目指す 
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(5) 計画のイメージ図 

本計画の体系や松江市総合計画「MATSUE DREAMS 2030」との関係のイメージは、次の図の

とおりです。 

第３期松江市スポーツ推進計画

スポーツが

松江の存在感を

高める

①スポーツによる

「ひとづくり」

②スポーツによる

「つながりづくり」

④スポーツによる

「しごとづくり」

⑤スポーツの

「どだいづくり」

③スポーツによる

「なかまづくり」

夢を実現できるまち

誇れるまち 松江
松江市総合計画 MATSUE DREAMS 2030

【松江のあるべき姿（将来像）】

スポーツでつくる
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4. 計画推進のための取組 

 

基本目標ごとに、基本施策やその取組方針、成果指標を次のとおり定めます。 

これらをもとに具体的な取組を実施し、本計画の着実な推進を目指します。 

 

 【次ページより 5項目】 
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【基本目標】　

❶

【基本施策】　

①

②

【成果指標】

①

現状値 目標値

②

現状値 目標値

③

現状値 目標値

④

現状値 目標値

（参考）「MATSUE DREAMS 2030」における関連記述

市民の

実感

松江の

チャレンジ

416人
(2023年度)

500人

成人の週１回以上のスポーツ実施率

42.8%
(2024年度)

70%
国（スポーツ基本計画）の目標値

と同値

卒業後、自主的に運動やスポーツをする時間を持ちたいと思う中学生の割合

81.3%
(2024年度)

90%
国（スポーツ基本計画）の目標値

と同値

健康寿命（６５歳平均自立期間）

女性２１．６６年、男性１９．０６年

(2019～2021年平均)
女性２１．６0年、男性１8．40年 松江市総合計画の指標と同値

全国大会・国際大会出場者数

幅広い志向に応じたスポーツの推進

取組方針

(1)健康づくりやレクリエーションのためのスポーツの推進

レクリエーションスポーツや、日常生活の中での運動や体操など、気軽に取り組め心身
の健康増進に繋がるスポーツを推進します。

(2)競技スポーツの推進

競技団体に対する活動支援などを通じて、全国大会・国際大会で活躍するトップアス
リートを育成します。

スポーツによる「ひとづくり」

●こどもから高齢者まで、競技志向の人も健康志向の人も、全ての人がスポーツに親しむことが
　できるよう、様々なニーズに対応したスポーツの機会を提供します。

ライフステージや個性・特性に応じたスポーツの推進

取組方針

(1)ライフステージに応じたスポーツの推進

こどもから高齢者まで、誰もが生涯にわたってスポーツに取り組めるよう、各年代のラ
イフステージに応じた様々なスポーツの機会を提供します。

(2)身近な場所で取り組めるスポーツの推進

一人一人のライフスタイルに合わせて、各地域のスポーツ施設など身近な場所でスポー
ツに取り組める機会を提供します。

(3)障がい者スポーツの推進

障がい者スポーツの大会や、体験イベントの開催などを通じて、障がい者スポーツの普
及を図ります。

子どもから高齢者まで全世代がスポーツ

を楽しんでいる。

全国・世界の舞台へ挑戦するジュニア選手を応援

します。
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【基本目標】　

❷

【基本施策】　

①

②

【成果指標】

①

現状値 目標値

②

現状値 目標値

（参考）「MATSUE DREAMS 2030」における関連記述

市民の

実感

松江の

チャレンジ

スポーツによる「つながりづくり」

●市民が一体となってスポーツに触れる機会を提供し、市民同士の絆を深め、松江に対する
　誇りと愛着（シビックプライド）を醸成することで、地域の活性化を図ります。

スポーツによる地域内交流の推進

取組方針

(1)各地域におけるスポーツ活動の活性化

地域体育協会の活動支援などを通じて市内各地域におけるスポーツイベントの開催を
促し、地域内の住民同士の交流を促進します。

(2)スポーツによる地域間交流の推進

市民体育祭など参加型のスポーツイベントを通じて、地域を越えた市民同士の交流を推
進します。

取組方針

(1)松江出身のアスリートやスポーツ功労者の顕彰・表彰

岸清一氏や松江出身のオリンピアン、国際大会で活躍した選手の顕彰や表彰を行い、そ
の偉業を市民に周知します。

(2)プロスポーツ・「みる」スポーツの推進

島根スサノオマジックの試合や、トップレベルのスポーツ競技大会の開催を支援し、観戦
を呼び掛けることで、市民の一体感の醸成を図ります。

(3)トップアスリートとの交流の推進

島根スサノオマジックの選手や松江に縁のあるトップアスリートとの交流事業を実施し、
市民が選手たちを身近に感じられる機会を創出します。

（令和8年度までに新たな在り方を検討し、今後設定）

4,219人
(2023-24シーズン)

4,000人
B.LEAGUE PREMIER参入要

件

スポーツによるシビックプライドの醸成

活発な地域交流に繋がる市民体育祭の開催

【毎年開催】　ソフトボール、
バレーボール、卓球
【隔年開催】　地区対抗大運
動会、ニュースポーツ（グラウ
ンド・ゴルフ、ペタンク）

島根スサノオマジック平均観客数

島根スサノオマジックとの交流イベントが活発

化。市民みんなが応援団になっている。

プロスポーツ選手が市内学校で競技指導に当た

るなど、スポーツが身近にあるまちをつくります。
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【基本目標】　

❸

【基本施策】　

①

②

【成果指標】

①

現状値 目標値

②

現状値 目標値

スポーツによる「なかまづくり」

●スポーツ交流事業などを通じて、国内外のまちとの絆を深めます。

スポーツによる国内の都市との交流の推進

取組方針

(1)国内の姉妹都市とのスポーツ交流の推進

スポーツを通して姉妹都市提携を締結している全国各地の都市との交流を促進しま
す。移り行く時代の中で今後も交流を継続できる基盤の整備を図ります。

(2)宍道湖・中海・大山圏域の市町とのスポーツ交流の推進

スポーツを通して圏域の交流を促進し、市民が魅力ある圏域を知る機会を創出します。

取組方針

(1)海外の友好都市・交流都市とのスポーツ交流の推進

スポーツを通して世界各地の友好都市との交流を促進します。スポーツによって、都市
間のみならず市民間で国際的な交流が生まれる機会を創出します。

スポーツによる国内の交流事業の実施回数

4回
(2023年度)

8回 （市の主催又は名義後援事業）

スポーツによる国際交流事業の実施回数

2回
(2023年度)

5回 （市の主催又は名義後援事業）

スポーツによる海外の都市との交流の推進
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【基本目標】　

❹

【基本施策】　

①

②

③

【成果指標】

①

現状値 目標値

②

現状値 目標値

③

現状値 目標値

（参考）「MATSUE DREAMS 2030」における関連記述

市民の

実感

スポーツによる「しごとづくり」
●スポーツコミッションを通じて、スポーツを目的に松江に来る人を増やし、宿泊や観光に
　伴う消費額を拡大し、地域経済の好循環を生み出します。

●スポーツイベントの開催や市民のスポーツ人口を増やすことで、スポーツに関わる仕事を
　増やします。

スポーツと観光の連携の推進

取組方針

(1)スポーツ大会の県外参加者と観光を結び付ける取り組み

スポーツ大会の参加者や観客に、観光情報を提供したり会場での物販を行うことで、
観光産業への誘客を促進します。

(2)松江ならではの環境を生かしたスポーツと観光を結び付ける取り組み

松江ならではの自然環境や文化を体感できるスポーツアクティビティを活性化するこ
とで、観光産業への誘客を促進します。

(3)スポーツを活用したインバウンド誘致

スポーツツーリズムの取組をインバウンドの拡大に繋げます。

プロスポーツチームとの連携の推進

取組方針

(1)観戦者と観光を結びつける取り組み

プロスポーツチームと連携し、観戦者に観光情報を提供し、観光産業への誘客を促進し
ます。

(2)プロスポーツチームとコラボした地元商品の開発・販売・PR

プロスポーツチームと地元産品がコラボすることで、地元産品の魅力を向上させ更な
るビジネスチャンスに繋げます。

スポーツ関連ビジネスの活性化

取組方針

(1)スポーツイベントの開催に伴う関連産業の活性化

スポーツ大会やスポーツイベントの開催を、会場設営から宿泊まで関連する業界の活性
化に繋げます。

(2)民間スポーツクラブやスポーツ教室等のスポーツに関連するビジネスの活性化

市民のスポーツへの親しみを高めることで、民間スポーツクラブやスポーツ教室等ス
ポーツに関連するビジネスの活性化に繋げます。

スポーツコミッションによる事業成果

設立準備中
(2024年度設立予定)

国宝松江城マラソン参加申込者数

4,552人
(2024年度)

5,500人
松江市総合計画の指標と同値

(2019年大会の10%増)

まつえレディースハーフマラソン参加申込者数

1,811人
(2024年度)

2,700人
松江市総合計画の指標と同値

(2019年大会の10%増)

（設立後に設定）

スポーツを目的に松江に来る人が増えた。
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【基本目標】　

❺

【基本施策】　

①

②

【成果指標】

①

現状値 目標値

②

現状値 目標値

（参考）「MATSUE DREAMS 2030」における関連記述

市民の

実感

松江の

チャレンジ

スポーツの「どだいづくり」

●スポーツをささえる人や組織の活動を支援します。

●市民がスポーツに取り組むための環境を整備します。

スポーツをささえる人や組織の育成

取組方針

(1)スポーツを推進するリーダーの育成・活動支援

各競技の指導者や、地域で活動するスポーツ推進委員などの育成と活動支援を行いま
す。

(2)スポーツを推進する組織の活動支援

松江体育協会や競技団体、各地域体育協会、総合型地域スポーツクラブなど、スポーツ
をささえている組織・団体の活動支援を行います。

(3)障がい者スポーツをささえる活動の拡充

障がい者スポーツに関する大会やイベント、チームなどの情報を一元化し、提供できる
ようにすることで、障がい者スポーツの普及を図ります。

登録制度なし
(2025年度創設予定)

スポーツ施設の整備と利活用

取組方針

(1)施設の整備・管理運営

より多くの方が快適で安全・安心に利用できる施設整備や管理運営を行います。

(2)施設の利活用の促進

誰もが気軽にスポーツに親しめるよう機会の提供と醸成を図ります。

市営スポーツ施設年間利用者数

1,177,163人
(2023年度)

1,300,000人
松江市総合計画の指標と同値

(現状値の10%増)

スポーツボランティア登録者数

（登録制度創設後に設定）

地域ごとにスポーツのコミュニティが組織され

ている。

自然環境を生かしたサイクリングやジョギングの

コースや施設が整備されて気軽に楽しめる。

サッカーやグランドゴルフからサイクリングや水

上スポーツまで世代を問わずスポーツを楽しめる

環境を整備します。

 


